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2 ユネスコ無形文化透産保惑条約に係わる政府問委員会 (2019年 12月)報告
2-1 第 15悶政府問委員会報告
会談名:Jr，形文化遺産条約第 141国政府問委長会







グループV (a) (アフリカ):カメルーン、ジブチ、モーリシャス、セネコワル、 トーゴ、ザンピア
グループV (b) (アラフ古利主1):クェート、レバノン、パレスチナ
議長|調:コロンピア(談長:Ms Maria Claudia Lopez Sorzano) 
副議長問:オーストリア、ポーランド、フィリピン、ザンピア、パレスチナ














































International Centre for Research and Documentation on AfricanτI'aditions and Languages (CER-
DOTOLA) (第 11、12、13、14図委員会)
目 InternationalCouncil for Game and Wildlife Conservation (CIC) (第 12、13、14回)
A企icanTrade Centre (ATC) (1)j¥; 13、14、15悶)
. Centre for Black Culture and International Unde団組nding(CBCIU) (第 141TI)




















































































































議決文苦手号 提出医! !!l¥形文化遺腹案件 記載年
14.COM 9.a.1 クロアチア Ojkanje singing 2010 
14.COM 9.a.2 ケニア Isukuti dance of Isukha and Idakho communities of Western Kenya 2014 
14.COM 9.a.3 ウガンダ Male-child cleansing ceremony of the Lango of central northern 2014 
Uganda 
14.COM 9.a.4 ベネズエラ Manacpeosytro al otrearl ntrtoadry 1tIon and 1ts symbol1c reference p Dmts mthm thelr 2014 
一 7-
議題 9b 無形文化遂産基金による国際支援の利用に関する締結国の報告



















. 2019年の評価対象となったのは、危機リスト 61'1'(うち 21'1ーは国際支援申誌を含む)、代表リス



















のメンバーで構成され、 KoreaCultural Heritage FoundationのMsSangmee Bakが議長を務めた。
氏名ー間体名 援i EG 
非委員聞の専門家代表
Pier Luigi Petrillo イタリア
L'ubica Vo l'anska スロヴァキア I 
Sonia Montecino Aguirre チリ II 
Hien Thi Nguyen ベトナム IV 
John Moogi Omare ケニア V(a) 
Saeed AI Busaidi オマーン V(b) 
認定 NGO
Norwegian Crafts Institute 
Czech Ethnological Society I 
Erigaie Foundation II 
Korea Cultural Heritage Foundation (CHF) IV 
Association pour la sauvegarde des masques (ASAMA) V(a) 














No. 提案悶 名称 EB 委員会 談集修正、その他
評価 決定
1 ボツワナ Seperu lolkdance and 記載 百日i北
associated practices 
2 ケニヤ RItuais and pwriatch tlees ↑fj十日 ~c. í 長 ※ 対話プロセス実施策何 (U3)
associated with Kit 照会 評価機関が対話プロセスを経て記載が
Mikayi shrine 妥当と判断したことを受け、全文採択
された。







条例として 2 年初:に 1~~f;控措訟の進捗に
ついて報告することが追記された。
4 フィリピン Buklog，thanksogf 1Vt IIg 十日市百f会fi 記iW ※ 対話プロセス実施策1'全(U文4十)五
ritual system 01 the 評価機関の判断を尊重し、 択。
Subanen 













No. 提案|主| 名称 EB 委決定長会 談笑修正、その他
評価
1 7)レメニア Armenian letter art 記i点 記i虫
and its cultural 
expreSSlOTIS 
2 オ ー ス ト リ τranshumance， the 記i北 記載 多聞共附提案の良好"JI例と評価。
ア・ギリシャ・ seasonal darlovnmg g of 議決文に修正あり。
イタリア livestock along スペインも共同提案にJmわりたいとの
mlg3mMt ory routesm 要望がコロンピアより ii~示され、議決
the Mediterranean 文に、今後大、スペインはじめ関心のあ
and in the Alps る援lに拡 していくことを推奨する文
設が追認されることになった。
3 ノミーレーンほ Date palm， knowledge， 記，1世 記il世 多国共同拠梁の良好事例と評価。








and popular lestival 
5 ボリビア The lestival 01 the 言ei主 記il批
Santisima Trinidad del 
Senor Jesus del Gran 
Poder in the city 01 La 
Paz 
6 ブラジル Culmtubra l mCeou mp13 lex of 記iloc 記il員
Bumba-meu-boi from 
Maranhao 
7 ブルガリア Nedelmo twrapnad rt w 不記il&ν 1j~出国により取下げsinging， an island with the Rmhodnope home sea 01 Rhodope songs 
8 カーボベルデ Morna， musical 言ci世 記載 すべての基準を満たすが、トップダウ
pVrearcdte 1ce of CabO ンのアプローチは避けるよう提出国に
提言。
9 キプロス・ギ Byzantine chant 言己i占 記i主 採択後、 トルコより、不適当な名重称の
リシャ 使用や近隣国への配慮、祁五~_~i を欠
くと抗議あり。
10 ドミニカ M usic and dance 01 i官報 言己主1 R3、R4について情報が不イ分、また



















12 フランスーイ Alpinism 記j北 記ili¥t
タリ 7・スイ
ス








Skor nowoswCa 1leRnd1cge  poaof， f healming  








15 インドネシア Traditions 01 Pencak 記ilま 記il在
Silat 
16 イラン Traditional skils 01 言己ili!( 言己殺
cDroatftamr g and playlng 
17 イラク Provision of services 記il& 記il&
athne d AhrobSPdItm al1Vty 1S1dtョutnIong 
18 アイ Jレランド Irish harping 言己j北 記j長
19 イタリア Celestinian 記載 記il&
fcoerlEe1bvreantieosn s 
20 カ寸Fフスタン Alに kalpak 記il在 記ilま
craltsmanship， 
traditionallmowledge 
and skils in making 
and wearing Kyrgyz 
men's headwear 
21 ラオス















23 メキシコ ス Artisanal talavera of iHf百ji会rR 記il& 評価l機関は R3が不十分のため情報照
ベイン Puebla and Tlaxcala 会としたが、この勧告に対し、 19か国
(Mexico) and が修正栄を提示。
ceramics of τalavera 対話プロセスで解決できた案件との沼、
de la Reina and EI 見が出た。特業に問題となったのは、ili't








24 モンゴル Trad1tIonal techm1n que 記il<l( 言己紋
of maKIng Aan1md g it n 
Khokhuur and its 
associated customs 
25 モンテネグロ Bolza 1N立1aevyo ，tradItIonal i宵判i 情報 宜1、R2、R3、R4が不ー|分として情報
maritime organization 日召会 1目会 照修会との勧告。
正案はなく、そのまま採択された。
26 モロッコ Gnawa 記載 言日i占




28 ノルウェー Practice of traditional 記il員 記il<l(
music and dance in 
Sd(asentecvsi/ndsg atlea，vnpjd lmaSygImn) ggm， g 
29 ベJレー




30 ポルトガJレ Winter festivities， 百日il批 記il世 コミュニテイ中心の提案書の良好4Jf例
Carnival of Podence との評価。
31 サモア 'le Samoa， fine mat f出Yi幸会日 記，1批 ※ 対話プロセス実施策件 (R3)
and Its cultural value 対話プロセスを経て、評価機1関|世は記紋
が適当と判断。全文採択で記が決定
した。
32 セーシェJレ Moutya 情報 十f沼lj 報会 R2、R3が不十分として情報照会とさ
I沼会 れた。
修正案はなく、そのまま探択された。
33 スロノてキア Drotarstvo， wire craft 百己主I 記il抵
and art 
34 スイス Holy Week 百己j主 記il車
pMrc encedsns! Ionsm 
SIO 
35 シリア Practices and 記紋 言己i詰t
carsasfotcsimataend swhip th the 
Damascene rose in 
AI-Mrah 


















37 タイ Nuad Thai， traditional 
照情報会
~èí 北 ※ 対話プロセス実施策件機(Ri刻3)l 
Thai massage 対話i臨プロセスを経て、評価i 立記紋
が 当と判断。全文採択で記械が決定
した。
38 トJレコ Traditional ~日urkish 言己殺 記載
archery 
39 トJレクメニス τi.aditional turkmen 自己iW 記i在
タン cTaurpkert  maluag artm 
memstan 
40 ウクライナ 百radition01 Kosiv 記ili¥' 記ili¥t
painted ceramics 
41 ウズベキスタ Khorazm dance， Lazgi ~èíl主 記iI世
ン
42 ベトナム Fraetlees oaf nTd hTen hdbl y 記il車 記il主






No. 提案i主i 名称 EB 委決員定会 議案修正、その他
評価
1 コロンピア Sof aftergadulatrtdonmag l csrtarfats egy 
採択 採択 紛争地域における平和椛築のためのモ
デルとしても評価。
for peace building 
2 パナマ





Armila Sea Turtle 
Festival 
3 ベネズエラ Biocultural 採択 t*:Jr¥ 環境保会と in¥形文化逃産保?止を附Jillさ
pstraofedglrtuazoman rmdoinf e g tfhoer f the  
せた良好毛jl例。





No 提案恒| 名称 EB 委員会 議案修正、その他
評価 決定
1 ブルキナ 7 ァ CstapkaeChItoy ldbeurIs idl mg fox 採択 採択
ソ nvolved 




スウェーデンより、 2018年の第 13回政府関委員会でグッドプラクテイスに記救された‘Land白 01“
Legends programme， lor promoting and revitalizing the art 01 storytelling in Kronoberg Region 


















































第 13問委員会 (2018年)より、1:1本政府の支援による 2003年条約のリストへの記載メカニズム
の符検討が始まった。これは 2017年の委員会において、ベトすムが案件の危機リストから代表リス
トへの移行を希望したことで、記載システムの全首l的な見直しの必要性が認識されたことによる。今




































議題 15 条約実施における NGOの参加について
第 12痘|委員会 (2017年)より、認定NGOによる助言機能の定義について検討が始まり、第 13回
委員会 (2018年)において、委員会はユネスコ事務局に、認定NGO、NGOフォーラム、作業部会、
締約悶と議論を継将しするよう求めた。ここでは NGO フォーラムより、 NGO の無11~文化遺ilii条約に




































NGO (グループI) Workshop Intangible Heritage Flanders 
NGO (グループII) European Association of Folklore Festivals 










日 1"， 2020年 11月30日から 12月5日
議題 21 第 15国政府問委員会事務局(ヒ、ユー口一)の選出
以 Fが第 15回委員会の事務局(ビューロー)を務めることになった。
議長 ジャマイカオリビア・グリーン文イヒコミ医












t;~@詐号 案件名 1j~WI主i 評仙i
10.a.2 Rituals and practices associated with Kit Mikayi shrine ケニア 情報照会/記紋
10.b.7 Nedelino two-part singing， an island with the monophonic sea ブルガリア 不記;1吐
of Rodope songs 
10.b.10 Music and dance of Dominican Bachata ドミニカ共和医i 情報照会
10.b.1l Ethiopian epiphany エチオピア 情報開会
10.b.13 Theatres and orchestras in Germany and thei1" socio-cultural ドイア 不記載
spaces 
10.b.14 Sowa-Rigpa， knowledge of healing or science of healing インド i官f，1l!目会/記i決
10.b.21 Fone Lam Vong Lao (lamvonglao) (lamvong) ラオス 情報開会
19 
10.b.22 Silat マレシア 十i~l*ru開会
10.b.23 Artisanal talavera of Puebla and Tlaxcala (Mexico) and メキシコ スベイン 情報I照会
ceramics of 1alavera de la Reina and EI Puente del Arzobispo 
(Spain) making process 
10.h.25 Boka Navy， traditional maritime organization モンテネグロ 悩キrum会
10.h.27 Kwaqh-Hir theatrical performance ナイジエリア 情報開会
10.h.31 'Ie Samoa， fine mat and its cultur叫 value サモア 情報j照会/ITC.iliX.
10.b.32 Moutya セーシェル 情報照会
1O.b.36 Falak タジキスタン 悩報!!日会
10.b.1337 Nuad Thai， traditional Thai massage タイ f百trU!¥l会点二ι】|在
10.c.2 EcolTogurICtal l and cultu四 1programme associated with the Armila パナマ i首相i照会































(1) 調査対象国 ネパール連邦民主共和|劃ゴルカ州ダルチェ部、パグマティ 1'i1





































































































































の出席を仰ぎ、 2020年2月19日から 22日にかけて悶際ワークショップ "ThePracticalities and Ethics 
of Dealing with Disaster Remains and Cultural Heritages"を開fiした。
(1) スケジュール(詳細は参考資料 7-3を参照)
2020年2月19日(午後)、 l映像セッション、 11台メディアテーク
2020年2月201'1 (9: 00-17: 00)、ワークショップ、東北大学災害科学国際研究所
2020 if' 2月21EI (9: 30-12: 00)、無形文化起tilfセッション、 i司ヒ
2020 iド2月21日 (13: 00) ~2020 正三 2 月 22 日、巡検、石巻・気仙沼
(2) 11.¥1博者




























































































































匿至霊4 7-11無形文化遺産保護条約に係る政府問委員会 (2019年 12月 間 か ら 14
日)の事前資料作成
(~[I 添) 議題 10審議案件の提案審・議決案まとめ
30 
【議題 1O. a.緊急保護一覧表】
































































































による民俗化(foI k I ori zat i on)・脱文脈化のリスクに注意を払い、コミュニティに密着
した無形文化遺産の側蘭とその継承を考慮すること。
・ 「糞正性(authe円ticitY)Jr統合性(integr i ty)Jといった表現を避け、条約の精神に沿
った語重量を用いること。
【議題 10.b.代表一覧表】

















































10.b. 14 Sowa-Rigpa. knowledge of heal ing or science of heal ing(インド)(情報照会)
<内容>






























【議題 1o. b. 21代表一覧表】





















【綴題 1o. b. 22代表一覧表]
10.b.22 Silat (マレーシア) (情報照会)
<内容>


















10. b. 23 Art i sana 1 ta 1 avera of Pueb 1邑 and Tlaxcala (聞exi co) and ceram i cs of 





















































































ワークショップに参加した。そこで、 Tarka地域の KendeKaase Kwagh-hir劇団が全国規模
の文化フェスティバルや国際的文化イベン卜に参加するなど著名であることから、満場一
致で代表者となることが決定した。
[議題 1o. b. 31代表一覧表】



















A.保護措置の中核を成す QRコード・プロジェクトは、関係省庁 (Mi n i stry of Women， 






























































































































日時 2019年 12月9日(月)から 14日(土)





日時 2019年 12月9日(月)から 14日(土)







コロンビア(議長:マリアクラウディア・ロベスソルツァノ Ms Maria Claudia 
Lopez Sorzano) 
副議長悶 オーストリア、ポーランド、フィリピン、ザンビア、パレスチナ











International Centre for Research and Documentation on African Traditions and 
Languages (CERDOTOLA) (第 11、12、13、14問委員会)
International Council for Game and Wildlife Conservation (CIC) (第 12、13、14
厄/)
African Trade Centre (A TC) (第 13、14、15回)
Centre for Black Culture and International Understanding (CBCIU) (第 14恒/)










































運用計画の主要な部分は国際支援に充てられる。 BudgetLine 3 (委員会の他の
機能)は、キャパシティピノレディングや緊急時の ICH保護などが含まれる。また



















































No 提案隠l 名称 EB の評 委員会決定
imi 
I ボツワナ Seperu lolkdance and 記載 記、|世
associated practices 
2 ケニヤ Rituals and practices 情報Jti日会 的事関照会
associated with Kit Mikayi 
shrine 
3 モーリシャ Sega tambour Chagos 情報!照会 情報照会
ス
4 フィリピン Buklog， thanksgiving 情報照会 悩級j照会
ritual system 01 the 
Subanen 
5 ベラノレーシ Spring rite 01 Jurauski 不記載 不記載
Karahod 
















No 提案|到 名称 EB の日平 委員会決 議案修正、その他
mli 定
I アノレメーア Armenian [e吐erart and its 五己i[世 記載
cultural expressions 
2 オーストラ Transhu円、ance， the 日己t 記載 スペイ yも共悶提案に加わ
リア、ギリ seasonal droving 01 りたいとの要望がコロンピ
シャ、イタ
livestock along migratory 
アより提示され、議決文に、routes In the 





3 パーレ-/' Date palm， knowledge， 記Hoc 記iI在
ほか 14か skills， 廿adit旧ns and 
国
practices 
4 ベルギー Ommegang 01 Brussels， 日出|在 記iI世
an annual historical 
procession and popular 
lestival 
5 ボリビア The lestival 01 the 日己t 記載
Santisima Trinidad del 
Senor Jesus del Gran 
Poder in the city 01 La 
Paz 
6 ブラジル Cullural Complex 01 記載 記絞
Bumba-meu目 boi 廿om
Maranh昌o
7 プノレガリア Nedelino two-part 不記載 提出聞に
singing， an island with lhe より lTR下
mRhondophe onic sea 01 
son口S
8 カ ボベノレ Morna， musical practice fieiliX 員己iI世
タ 01 Cabo Verde 
9 キプロス・ Byzantine chant 記ー|虫 記l抜 トルコより抗議あり
ギリ vャ
10 ドミーカ Music and dance 01 情報照会 記載 R3、R4について修正
Dominican Bachata 
11 エチオピア Ethiopian epiphany 情報照会 記1& R2、R3について修正
12 フランスほ Alpinism 記H世 記載
かニヵ国
13 ドイツ Theatres and orchestras 不記紋 取下
in Germany and their 
socio-cultural spaces 
14 インド Sowa-Rigpa， l<nowledge 1M~!'，?1会 む1NI~l\民会 ※ 対話プロセス実施案件





15 インド;;r，、シ Traditions of Pencak Silat 記1世 記】i在
ア
16 イラン Tradit旧nal skills of 記il批 記載
craftinq and plavinq Dot昌r
17 イラク Provis旧nof se刊icesand 長日]1ま 日己il&
hospitality during the 
Arba'in visitation 
18 アイノレラン Irish harping 記H在 記載
ド
19 イタリア Celestinian forgiveness 目己iI& 記載
celebration 
20 カザアスタ Ak-kalpak craftsmanship， 記載 記紋
ン traditional knowledge and 
skills in making and 
weanng Kyrgyz men's 
headwear 




22 7 レ シア Silat 悩報!日i会 記il世 R2、R3について修正
23 メキシコ、 Artisanal talavera 01 情報!日1会 記載 R3について修正
スペイン Puebla and Tlaxcala 復数闘の提案の場合に、日(I{;系
(Mexico) and ceramics 01 
闘の保絞策を協調するよう
Talavera de la Reina and 
(ESlpPauine)nmte a delArzobispo 
に求める意見が出される。
kin口process
24 弓云ンコツレ Traditional technique 01 記i1i1t 記H車
making Airag in Khokhuur 
and its associated 
customs 
25 モンァネク Boka Navy， traditional 悩報照会 '1ii$.照会 Rl、R2、 R3、R4が照会対象
ロ maritime organization 
26 モロッコ Gnawa 自己iI& 記載
27 ナイジェリ Kwagh-Hir theatrical 情報!K1会 記載 ※ 対話プロセスヨミ施策件
ア peげormance R3、R4について修正
28 ノノレウェー Practice 01 traditional 記iIま ie;l& 
mUSIC and dance In 
Setesdal， playing， 
d{satnevcinstg evlir1a0n} d 
slngmg 
29 の之ノレ 'Hat判ode Negritos' and 五日iI在 tici!世
'Hatajo de Pallitas' Irom 
the Peruvian 
south-central coastline 
30 ポノレトガノレ Winter lestivities， 記載 記11)(
Carnival 01 Podence 
31 サモア 'Ie Samoa， line mat and 情報!被会 記紋 ※ 対話プロセスw.施~i'I'
its cultural value R3について{まIE
32 4モz シェノレ Moutya 情報照会 情報Jt~í会 R2、R3が!'.司会対象
33 スロパキア Drotarstvo， wire craft and 記1& 記1&
art 
34 スイス Holy Week processions 目己iI皮 記載
in Mendrisio 
35 シリア Practices and 記iI世 記11)(
craftsmanship associated 
with the Damascene rose 
inAI司 Mrah
36 タジキスタ Falak 官lj線照会 情報!I.i日会 R2、R5は修正され、 R3が残
ン
↑I号線照会として議決
37 タイ Nuad Thai， traditional 情報照会 記;1世 ※ 対話プロセスw.1.草案件
Thai massage R3について修正
38 トノレコ Traditional Turkish 記載 記紋
archerv 
39 トノレクメニ Traditional turkmen 記11)( 記絞
スタン carpet making 
Turkmenistan 
aは In 
40 ウクライナ Tradition 01 Kosiv painted A日中I 記載
ceramlcs 
41 ウズベキス Khorazm dance， Lazgi BC紋 員己紋
タン
42 ベトナム Practices 01 Then by Tay， ~èí紋 記載
QNrOonugps and Th畠iethnic 
in Viet Nam 




No 提案図 名称 EB の評 委員会決 議案修正、その他
iuli ←疋ム
l コロンピア Saleguarding strategy 01 係jl， 採択
traditional cra世s lor 
peace buildinq 
2 パナマ Ecological and cultural 情報照会 提出国に
prog旧mme associated より取下
with the Armila Sea Tu仕le
Festival 
3 ベオ、ズエラ Biocultural programme 採択 採択
lor the safeguarding 01 
the tradition 01 the 




No 提案図 名称 EB の長手 委良会決 議案修正、その他
fli 定
1 プルキナフ Capacity building lor 採択 採択
ァソ stakeholders involved in 
saleguarding the 
IntantaBgIbe le cultural 




された'Land-of-Legends programme， for promoting and revitalizing the art of 










































































NGOグループ 1Workshop intangible heritage Flanders 
NGOグループ 2European Association of Folklore Festivals 
専門家 5b Mr Lemeneh GETACHEW SENISHAW， Ethiopia 
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議題 19ユネスコの統治機関のガパナンス、手順、および作業方法に関するオープンエンド














アゼノレバイジャン(池域 2)、中国(地域 3)、ジ、フQチ(池域 5a)、クエー
ト(地域 5b)
議長 ジャマイカ オリビア・グリーン文化大臣




















THE PFミACTICAUTIESAND ETHICS OF 
DEAUNG WITH DISASTER 





The Practicalities and王thicsof Dealing 
with Disaster Remains and Cultural Heritage 








Feb 19 ， 16-19:00 Film session， "The Most Beautiful Village in the World" and Talk by Mr. Ishikawa 
(Director)， Sendai Mediat色que7F Theater Room 
Feb 20， 9-17:00 Workshop in Japanese/English with translation (followed by a reception PM) 
Feb 21-22， 9:30-12:00 AM Presentations by Japanese and Nepalese expe代5of Cultural Heritage， 
followed bya Disaster Heritage Tour to the coastline areas of 3.11 (in Japanese/English with 
translation) 
Q虫亘国議rs:Toshia制 Kimura，Sebastien P. Boret， Sakura Kudo (Disaster Humanities) 
Background: Tohoku University became a Designated National University to represent. One of its 
objectives is the development of an interdisciplinary research c1uster of disaster scientists. One of its 
groups is the Disaster Humanities Unit that brings together anthropologists， sociologists， folklorists， 
museum curators and artists. Together they set activities and events such as ethnographic movies， 
exhibitions， and field research connected with the context of disaster. Pa代 ofthese events is the 
annual workshop series Born in Disasters organized by the public health， well-being and social 
recovery group. Its aims are to explores the cultural elements and social phenomena that find their 
origins in crisis. The first event focused on the issue of Dealing with Death and Remains in the 
Aftermath. The pa代icipantsbrought a variety口fcase studies from France， Indonesia， Hong Kong and 
Japan. Their papers collectively argued that disasters leave behind them human remains (bodies， 
souls) and a仔.ectedpeople (bereaved) that human societies must deal with. They also showed that 
communities are compelled to rescue documents， personal objects， and other artefacts curated in 
museums 
Summary: During the 2020 workshop， the preseηters and their audience will be invited to engage 
with The Practicalities and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural Heritage. Byexploring 
further the practical processes of rescuing and prese刊 ingbodily and disaster remains bodily and 
spiritual dimensions ofthe victims as well as cultural heritage and the benefit for social recovery. The 
participants are invited to discuss the broader ethics of these processes by introducing their impacts 
to group identity and representation， collective memory， community bond， education and 
knowledge 
To民cs:corpses， spirits， disaster remains， cultural heritage. 
56 
Workshop program 20 February 
Venue: Tohoku University， New Aob日yamaCampus， IRIDeS， 1F Seminar Room 
Session 1 : The Practicalities and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural Heritage 
WELCOME ADDRESS: 09:0ふ09:20;Kimura Toshiaki， Tohoku University， S邑bastienP. Boret. Tohoku 
University; EnglishjJapanese 
PRξSENTATIONa: Each presentation willlast 20 minutes plus 10 minute Q&A. 
Session 1 HUMAN REMAINS 09・20-10:50
1. Elisabeth Anstett， CNRS， The Dificult信sueof Incomplete Bodies and Cad口ve内 Fragmenおm
Mass Death 
2. Shiho Toishiba， JSPS丹esearchFellowship for Young Scientists， The Transformation of the Burial 
System after the Great Kanto Earthquake 
3. Sebastien P. Boret， Tohoku University， Managing Mass Fatalities during the Crisis of 2011 Japan 
Disasters 
Break 10 mins 
Session 2 SPIRITUAL REMAINS 11:0日間13:00
1 丁目別oOhmura， Tohoku University， Diplomas for the Dead: Memorial Services for the 
Children Victims of 3.11的 Non-ReligiousPublic Schools 
2. Yu Fukuda， Tohoku University， Commemorations ofthe Tsunami by religious mino円tiesin 
BandaAceh 
3. Suhadi， State Islamic University， The Petilasan of Maridjan: Spiritual Remains of Merapi 
Volcano Eruption in Post-Disaster Tourism Trend in Yogyakarta， Indonesia 
Lunch Break 90 mins 
Session 3 MATERIAL R正MAINS14:30陶 16:30
1. Ryusuke Kodani， Tohoku History Museum， The Methods and E汗'ectsof Transmitting Cultural 
Heritage Damaged by Disaster to Future Generations 
2. Sakura Kudo， Tohoku University"Post司 disasterReぉlienceand Uninhabited Resettlements in 
Nepal: A study of a Model Village following the Gorkha Earthquake" 
3. Toshiaki Iくimura，Tohoku University， Material Remains and Revival of Local Festival in Post司
3.11 Japan 
Break 10 mins 
57 
DISCUSSION 16:30-17:30 
Coordinator Toshiaki Kimura and Sebastien P. Boret 
The general discussion will be an opportunity to discuss the outcomes of the workshops， including A 
publication 
DINNER托ECEPTION18:00; location to be confirmed 
Cultural Heritag巴 Preservationin Disast巴rs
21-22 February 
民旦RUAR工主主
Venue: Tohoku Uηiversity， New Aobayama Campus， IRIDeS， 1F Seminar Room 
Session 2: A Comparison of Preservation Programs of Intangible Cultural Heritage in Asia 
9:30-9:35 Opening by Prof Hiroki Takakura 
9:35-11:05 Prof Satoru Hyoki (Folklorist) Seijo Gakuen University， Efforts for Safeguarding Folk 
Performing Arts in Japan: Focusing on the Communities Concerned and the Problems Facing Them 
Ass. Prof Satoru Ishigai， Tokyo托aseiUniversity， "Present state and issues regarding the protection of 
intangible folk cultural properties. What should be protected? What can be protected? " 
11:05-11:35 Mr. Jayaram Shrestha， Nepal National Museum， "Safeguarding Intangible Cultural 
Heritage ( ICH )of Nepal: Role of Community" 
11・35-11・55Miss Kudo， Field Rep口氏。fICH in Nepal: Efforts for First Enrollment and Challenges， Ms 
Terao， Tohoku University E仔ortto Safeguard the ICH in Mongolia: Focus on the Inscription of 
吋raditionalmanufacturing techniques of airag u剖ngkhokhuur and related customs" in to the 
Representative List 
Disaster tour 
13:00 departure from Sendai 
14:00-15 Okawa Elementary School Site， Ishinomaki City 
15:30-16:30 Arrival in Rias Ark Museum， Kesennuma City 
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17:00 Hotel， Kesennuma City (HoteIIKKEIKAKU) 
FEBRUARY 22 
10・00-12:00Intangible Cultural Heritage Performance : Tiger Dance 
12-13:30 Lunch 
13:30-14:30 Kensennuma Disaster Memorials， Kesenuma City 
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